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能
登
の
宿
谷
氏
に
つ
い
て

山
口
正
義

一
、
は
じ
め
に

『
宿
谷
氏
の
賦
』
を
読
ま
れ
た
千
葉
県
大
網
白
里
市
の

宿
谷

圭
子
様
か
ら
、
こ
の
本
に
出
会
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
能

（
１
）

し
ゅ
く
た
に

登
の
宿
谷
氏
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
記
し
た
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
の
ル
ー
ツ
の
内
容
と
、
そ
の
後
の
さ
ら
な
る
手
紙

や
電
話
で
伺
っ
た
話
な
ど
を
ま
と
め
る
と
、
ル
ー
ツ
に
関
す
る
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

①
宿
谷
圭
子
様
は
石
川
県
鹿
島
郡
中
能
登
町
良
川
の
出
身
。
同
地
に
宿
谷
姓
の
家
が
十
軒
程
あ
る
と
い
い
ま
す
。

宿
谷
氏
の
先
祖
は
、
小
田
原
北
条
氏
に
仕
え
た
家
老
の
松
田
氏
と
と
も
に
能
登
に
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
宿
谷
氏
に
は
三
代
、
松
田
氏
か
ら
嫁
が
来
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
（
詳
細
不
明
）。

②
同
地
の
宿
谷
姓
の
菩
提
寺
は
七
尾
市
小
島
の
浄
土
宗
寶
幢
寺
。
宿
谷
姓
の
古
い
墓
は
無
い
が
、
家
紋
は
「
違
い

ほ
う
ど
う
じ

釘
抜
き
」（
下
図
）
で
、
能
登
に
来
て
か
ら
家
紋
を
変
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。「
前
田
氏

に
仕
え
る
た
め
に
家
紋
や
宗
教
も
変
え
て
生
き
て
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と
も
い
い
ま
す
。

寶
幢
寺
の
住
職
等
が
宿
谷
姓
の
先
祖
の
歴
史
（
ル
ー
ツ
）
を
調
べ
た
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
江
戸
時
代
、
良
川
の
宿
谷
本
家
は
代
々
「
平
右
衛
門
」
を
名
乗
っ
て
い
て
、
過
去
帳
に
初
代
は
「
天
外
露
晴
禅
門

慶

長
三
年
一
月
」、
二
代
は
戒
名
は
省
略
し
ま
す
が
「
寛
文
六
年
十
二
月
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

③
寶
幢
寺
は
「
山
の
寺
」
寺
院
群
の
一
つ
。
同
寺
が
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
江
戸
の
初
め
。
そ
の
前
は
真
言
宗
で
石
動
山
（
い

せ
き
ど
う
さ
ん

す
る
ぎ
や
ま
、
と
も
。
国
史
跡
）
に
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
山
の
寺
」
は
前
田
利
家
ゆ
か
り
の
山
の
寺
寺
院
群
と
し
て
有
名
で
、
利
家
が
軍
事
上
の
目
的
で
周
辺
の
寺
を
集
め
、
家
臣

の
菩
提
寺
に
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
か
ら
宿
谷
氏
も

前
田
の
家
臣
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
一
方
で
、
地
元
で
は
平
家
の
落
人
と
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
石
動
山
で
は
山
伏
的
な
役
割
を
し
て

い
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
な
お
、
い
た
だ
い
た
「
山
の
寺
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
寺
院
群
は
天
正
年
間
に
前
田
利
家
が
能
登
の
国
領
主

と
し
て
小
丸
山
城
（
七
尾
市
）
築
城
時
に
奥
能
登
方
面
か
ら
の
防
御
陣
地
に
転
用
す
る
目
的
で
寺
院
群
を
配
置
し
た
と
い

い
ま
す
。
ま
た
寶
幢
寺
が
浄
土
宗
に
改
宗
し
現
在
地
に
移
っ
た
の
は
明
徳
二
年(

一
三
九
一)

と
あ
り
ま
す
）

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
知
り
、
能
登
の
宿
谷
氏
の
ル
ー
ツ
を
少
し
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
能
登
に
行
く
機

会
を
な
か
な
か
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
調
査
は
主
に
文
献
や
ネ
ッ
ト
か
ら
の
調
査
に
な
り
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
小
田

原
開
城
時
の
「
北
条
氏
直
の
高
野
山
行
」
と
、
北
条
家
の
重
代
の
筆
頭
家
老
「
松
田
氏
」
で
す
。

二
、
幾
つ
か
の
調
査

（
一
）『
毛
呂
山
町
史
』
よ
り

宿
谷
氏
は
武
蔵
七
党
の
児
玉
党
よ
り
端
を
発
し
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
（
将
軍
と
主
従
関
係
を
結
ん
だ
武
士
）
と
し
て
活
躍

し
た
名
族
で
し
た
。
こ
の
宿
谷
氏
に
つ
い
て
体
系
的
に
詳
細
に
論
じ
た
も
の
に
『
毛
呂
山
町
史
』
が
あ
り
ま
す
。
同
書
は
宿
谷

（
２
）

氏
の
系
図
に
つ
い
て
三
系
統
（
大
谷
木
本
、
葛
貫
本
、
浅
羽
本
）
が
あ
る
と
し
て
論
じ
て
い
ま
す
。
小
田
原
開
城
を
念
頭
に
お

い
て
み
る
と
、
宿
谷
氏
系
図

（
図
１
に
示
す
浅
羽
本
）
の
定
行
（
矢
印
）
に
行
き
当
た
り
ま
す
。

（4）

宿
谷
氏
が
北
条
氏
の
麾
下
に
入
っ
た
の
は
定
行
の
父
重
近(

本
行)

の
時
の
よ
う
で
す
。
浅
羽
本
の
系
図
書
に
は
「
重
近(

本
行)

能登の宿谷氏について



- 2/5 -

宿
谷
二
郎

近
江
守

(

略)

永
禄
五
春
小
田
原
北
条
氏
康
武
州
松
山
城
主
上
田
安
徳
斎
之
居
城
責
落

至
此
時
武
州
諸
士
悉
属

北
条
家
麾
下
（
後
略
）」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
す
（
但
し
、
大
谷
木
本
・
葛
貫
本
に
も
「
重
近
」
と
い
う
人
物
が
い
ま
す
が
同
名

異
人
と
町
史
に
あ
り
ま
す
）。

そ
し
て
、
定
行
に
つ
い
て
は
「
定
行

弾
正

天
正
十
八
庚
寅

七
月
氏
直
赴
高
野
山
定
行
供
奉

出
家
号
定
行
房
無
一
」
と
あ

り
、
ま
た
甥
の
本
重
に
つ
い
て
は
「
本
重

後
改
長
昌

能
登
守

代
々
武
州
浅
羽
居
城

天
正
十
八
庚
寅

小
田
原
籠
城

同
七

月
十
一
日
北
条
氏
政
切
腹

氏
直
赴
高
野
山

小
田
原
落
城
諸
士
悉
敗
北

浪
々
以
後
舊
領
武
州
入
間
郡
宿
谷
蟄
居

慶
長
年

中
関
東
諸
士
一
同
被
召
出

従
内
大
臣
家
康
公
詔
命
冬
夏
大
坂
陣
供
奉

抽
忠
戦
（
後
略
）」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
定
行
・
本
重
と
も
小
田
原
城
に
籠
城
し
て
戦
い
、
開
城
時
（
天
正
十
八
年(

一
五
九
〇
））、
定
行
は
北
条
氏
直
の
高

野
山
行
き
に
お
供
し
、
本
重
は
舊
領
の
宿
谷
に
蟄
居
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

定
行
の
高
野
山
行
き
に
町
史
は
概
要
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
小
田
原
城
は
天
正
十
八
年
七
月
、
秀
吉
軍
に
降
服
し
て
開
城
。
小
田
原
城
の
最
高
責
任
者
北
条
氏
政
と
弟
の
氏
照
は
七
月
十

一
日
自
刃
。
氏
政
の
嫡
子
氏
直
は
家
康
の
女
婿
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
助
命
さ
れ
紀
州
高
野
山
へ
幽
閉
さ
れ
た
。
定
行
の
系

図
書
に
よ
れ
ば
、
高
野
山
へ
行
く
氏
直
の
お
供
を
し
て
定
行
も
高
野
山
へ
行
き
、
そ
こ
で
出
家
し
て
無
一
と
号
し
、
自
分
の
名

を
つ
け
た
房
（
坊
）
に
入
っ
た
様
で
あ
る
。
恐
ら
く
定
行
は
こ
の
定
行
房
で
一
生
を
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
。

（
二
）
北
条
氏
直
の
高
野
山
行
き
（
波
線
は
筆
者
）

高
野
山
行
き
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
関
八
州
古
戦
録
』
の
「
北
条
氏
直
、
高
野
登
山
の
事
」
に
、「
斯
て
同
（
天
正
十
八
年
七

（
３
）

月
）
廿
日
氏
直
小
田
原
を
発
足
せ
ら
る
。
相
従
ふ
人
々
に
は
、
太
田
十
郎
氏
房
、
北
条
安
房
守
氏
邦
、
美
濃
守
氏
規
、
左
衛
門

佐
氏
忠
、
右
衛
門
佐
氏
堯
、
松
田
左
馬
介
、
内
藤
左
近
太
夫
、
福
島
伊
賀
入
道
、
塀
和
左
兵
衛
尉
、
依
田
大
膳
亮
、
山
上
郷
右

衛
門
、
諏
訪
部
惣
右
衛
門
、
大
道
寺
孫
九
郎
、
菊
地
七
兵
衛
以
下
士
三
十
人
、
雑
兵
凡
三
百
人
也
。（
略
）
氏
直
痘
瘡
を
痛
ん
で

順
快
を
不
得
。
十
一
月
四
日
、
三
十
才
に
て
逝
去
せ
ら
る
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
『
戦
国
時
代
年
表

後
北
条
氏
編
』
に
は
天
正
十
八
年
七
月
廿
一
日
の
項
に
、「
北
条
氏
直
が
北
条
氏
規
・
氏
忠
・
氏
房

（
４
）

・
氏
勝
・
直
重
・
直
定
等
の
一
族
衆
と
大
道
寺
直
繁
・
松
田
直
憲
等
の
家
臣
三
百
人
と
共
に
小
田
原
か
ら
紀
伊
国
高
野
山
に
向

か
う
（
家
忠
日
記
）」
と
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
の
「
マ
ツ
ダ
」
に
は
、「
相
模
の
松
田
氏

憲
秀
（
松
田
尾
張
守
、
小
田
原
氏
綱
、
氏
康
、
氏

（
５
）

政
、
三
代
の

家
老
）
―
政

堯
（
笠
原
新

六
）
、
弟
直
憲

（
松
田
左
馬

助
）」
と
あ
り
、

直
憲
と
左
馬

助
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
直
憲
は
、
秀
治
、
英
春
と
も
い
う
よ
う
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
松
田
直
憲
と
宿
谷
定
行
は
と
も
に
小
田
原
開
城
時
に
高
野
山
行
き
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
、
一
つ
の
接
点
が

見
い
出
さ
れ
ま
す
。
但
し
松
田
直
憲
は
高
野
山
行
き
の
責
任
者
的
立
場
で
し
た
。

な
お
、『
日
本
人
名
大
事
典
』
に
は
、「
松
田
秀
治

安
土
桃
山
時
代
の
武
人
。
北
条
氏
直
の
臣
。
尾
張
入
道
憲
秀
の
次
子
、
政
堯

（
６
）

ま
さ
た
か

の
弟
。
左
馬
助
と
称
す
、
秀
治
一
に
英
春
に
作
る
。
容
姿
美
な
る
を
以
て
氏
政
の
為
に
鍾
愛
せ
ら
れ
、
兄
政
堯
を
抜
ん
じ
て
松

田
氏
の
嗣
と
な
る
。
天
正
十
八
年
父
憲
秀
、
兄
政
堯
豊
臣
秀
吉
の
甘
言
に
あ
ひ
内
応
せ
ん
と
約
せ
し
を
知
り
極
諫
し
て
之
を
止

む
。
既
に
し
て
城
陥
り
氏
直
に
従
ひ
て
国
を
去
る
。
氏
直
の
卒
後
加
賀
の
前
田
候
に
仕
へ
、
世
に
指
弾
せ
ら
る
」
と
あ
り
ま
す
。

世
に
指
弾
せ
ら
る
と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
う
ま
く
立
ち
回
っ
た
こ
と
で
も
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

（
三
）
松
田
直
秀(

直
憲)

（
～
一
六
一
四
年
）
に
つ
い
て

能登の宿谷氏について
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次
の
文
は
「
松
田
家
の
歴
史
」
な
ど
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

（
７
）

「
松
田
直
秀

松
田
家

代
。
別
名
直
憲
、
直
定
、
憲
貞
、
秀
治
、
英
春
、
左
馬
助
、
四
郎
左
衛
門
。
一
五
八
三
年
父
憲
秀
よ

11

り
家
督
を
相
続
。
直
秀
は
北
条
氏
直
に
仕
え
、
小
田
原
開
城
後
は
氏
直
の
供
を
し
、
紀
伊
国
高
野
山
に
家
来
筆
頭
と
し
て
同
行

し
た
。
直
秀
は
北
条
家
の
再
興
に
奔
走
し
、
氏
直
は
翌
一
五
九
一
年
下
野
足
利
等
で
一
万
石
の
大
名
に
取
り
立
て
ら
れ
、
秀
吉

は
さ
ら
に
翌
年
伯
耆
一
国
、
十
万
石
の
大
名
に
取
り
立
て
よ
う
と
す
る
意
志
を
示
し
た
が
、
氏
直
の
突
然
の
病
没
に
望
み
は
絶

た
れ
る
。
直
秀
は
氏
直
よ
り
一
五
九
一
年
六
月
一
七
日
に
感
状
を
賜
っ
て
い
る
。
直
秀
は
氏
直
没
後
一
時
、
関
白
豊
臣
秀
次
に

仕
え
た
が
、
関
白
没
後
は
加
賀
藩
前
田
利
家
在
世
中
に
子
息
の
前
田
利
長
よ
り
加
賀
藩
に
召
し
出
さ
れ
四
千
石
で
召
抱
え
ら
れ

た
。
直
秀
は
四
郎
左
衛
門
直
憲
と
名
を
変
え
た
。
一
五
九
九
年
直
憲
は
徳
川
家
康
と
通
じ
た
大
峪
城
主
片
山
延
高
を
利
長
の
命

に
よ
り
上
意
討
ち
し
た
。
ま
た
直
憲
は
前
田
利
常
に
命
ぜ
ら
れ
公
儀
御
普
請
の
た
め
、
御
普
請
奉
行
と
し
て
越
後
国
に
赴
き
、

慶
長
十
九
年(

一
六
一
四)

年
七
月
二
三
日
同
地
で
病
没
し
た
」
と
。

つ
ま
り
、
直
憲
は
高
野
山
で
氏
直
の
病
没
後
、
前
田
加
賀
藩
に
四
千
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

（
四
）
加
賀
藩
の
侍
帳
よ
り

地
元
の
羽
村
図
書
館
に
あ
っ
た
『
石
川
県
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
』
で
、「
宿
谷
」
を
引
く
と
、「
加
賀
藩
士
に
宿
屋
氏
が
あ

（
８
）

る
。
慶
長
十
年(

一
六
〇
五)

富
山
侍
帳
に
宿
屋
六
右
衛
門
、
元
和
元
年(

一
六
一
五)

侍
帳
に
宿
屋
六
左
衛
門
、
寛
永
四
年(

一
六

二
七)

侍
帳
に
宿
屋
弥
五
兵
衛
、
寛
文
元
年(

一
六
六
一)

侍
帳
に
宿
屋
八
十
郎
の
名
が
あ
る
（
初
期
の
侍
帳
）」
と
あ
り
ま
し
た

（
侍
帳
と
は
大
名
家
家
臣
の
名
や
禄
高
、
地
位
、
役
職
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
す
）。

こ
の
記
述
を
も
と
に
「
加
賀
藩
の
侍
帳
」
な
ど
で
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
加
賀
藩
の
侍
帳
に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
が
得
ら

れ
ま
し
た
。
幾
つ
か
示
し
ま
す
が
、
主
に
「
石
川
県
立
図
書
館
貴
重
資
料
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
か
ら
の
も
の
で
す
。

（
９
～
１
１
）

（
９
）

①
慶
長
十
年(

一
六
〇
五)

富
山
侍
帳

こ
の
侍
帳
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利

長
が
、
富
山
に
隠
居
し
た
慶
長
十
年
に
金

沢
か
ら
引
き
連
れ
て
き
た
家
臣
団
を
記
し

た
も
の
で
、
冒
頭
「
慶
長
十
年
利
長
様
富

山
江
被
召
連
候
人
々
」
と
あ
り
ま
す
。
数

え
る
と
そ
の
人
数
は
四
二
九
人
に
上
り
ま

す
。
内
容
的
に
は
側
近
衆
・
御
馬
廻
衆
・

大
小
将
衆
・
児
小
将
衆
・
詰
小
将
衆
・
廊

下
番
・
御
台
所
衆
・
御
台
所
番
衆
・
組
外

衆
・
新
座
衆
・
歩
衆
・
高
岡
御
残
衆
・
御

切
米
取
衆
・
御
掃
除
坊
衆
・
御
餌
指
・
御

坊
様
衆
・
御
切
米
金
銀
被
下
衆
・
諸
職
人

の
家
臣
達
で
す
。
諸
職
人
に
は
竹
屋
、
銀

屋
、
鞘
屋
、
紺
屋
、
鍛
冶
屋
、
鉄
炮
屋
、

大
工
、
塗
師
、
畳
刺
、
壁
塗
、
瓜
作
、
御

細
工
者
、
絵
画
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
側
近
衆
に
「
四
千
石

松
田
四
郎

左
衛
門
」
と
あ
り
ま
す
。
四
郎
左
衛
門
は

直
憲
の
こ
と
で
す
。
御
馬
廻
衆
に
は
「
二

百
石

宿
屋
六
右
衛
門
」
の
名
が
見
え
ま

す
。
宿
屋
六
右
衛
門
の
名
は
次
の
「
慶
長

之
侍
帳
」
に
も
出
て
き
ま
す
。

図３ 慶長10年富山侍帳(2/2) 図２ 慶長10年富山侍帳(1/2)
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②
慶
長
之
侍
帳

こ
の
侍
帳
は
慶
長
十
七
～
十
九
年(

一
六
一
二
～
一
四)

の
も
の
で
、「
越
中

二
百
石

宿
屋
六
右
衛
門
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
前
述
の
富
山
侍
帳
の
宿
屋
六
右
衛
門
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
ま
す
。
宿
屋
六
右
衛
門
の
名
は
以
後
の
侍
帳
に

は
出
て
来
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
富
山
で
終
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
富
山
近
く
の
射
水
市
に
は
宿
谷
姓
の
人
が
い
ま

す
。

ま
た
、
松
田
四
郎
左
衛
門(
直
憲)

は
既
述
の
よ
う
に
慶
長
十
九
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
か
、
そ
の
名
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、「
越
中

五
百
石

十
五
人

松
田
左
京
」
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
。
松
田
左
京
が
直
憲
と
関
係
あ
る
の
か
は

不
明
で
し
た
。

③
元
和
元
年(

一
六
一
五)

侍
帳

御
馬
廻
組
で
「
二
百
石

宿
屋
六
左
衛
門
」

と
あ
り
ま
す
。「
六
右
衛
門
」
と
は
読
め
ず
、

六
右
衛
門
と
は
別
人
物
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
こ
に
も
御
馬
廻
組
で
「
五
百
石

松
田
左
京
」
と
あ
り
ま
す
。

④
寛
永
四
年(

一
六
二
七)

侍
帳

御
馬
廻
組
で
「
二
百
石

宿
屋
弥
五
兵
衛
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
も
御
馬
廻
組
で
「
五

百
石

松
田
左
京
」
と
あ
り
ま
す
。

⑤
寛
文
元
年(

一
六
六
一)

侍
帳

こ
の
侍
帳
に
は
御
馬
廻
組
で
宿
屋
八
十
郎
の
名
が
見
え
ま
す
。
但
し
六
十
石
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
組
に
は
松
田
四
郎
兵

衛(

憲
次)

（
三
百
五
十
石
）
が
あ
り
、
定

番
御
馬
廻
組
に
は
松
田
熊
之
助(

憲
郷)

（
百

五
十
石
）
の
名
が
見
え
ま
す
。
直
憲
の
四

千
石
は
次
の
代
に
は
四
郎
左
衛
門(

憲
成)

が
二
千
石
、
治
郎
右
衛
門
が
一
千
石
を
引

き
継
い
で
い
ま
す
が
、
憲
成
は
元
和
元
年

に
病
没
絶
家
、
治
郎
右
衛
門
は
御
暇
乞
東

国
へ
と
い
う
こ
と
で
、
残
り
を
憲
次
及
び

憲
郷
と
二
人
の
娘
婿
が
継
い
で
い
ま
す
。

（
７
）

⑥
加
賀
藩
組
分
侍
帳
（
文
久
の
初
め
頃(

一
八

（
１
１
）

六
一
年
頃)

作
成
）

こ
の
侍
帳
に
は
「
宿
屋(

谷)

」
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
宿
屋(

谷)

氏
は
家
臣
で
は
な
く
な
っ
た 図４ 元和元年(1615)侍帳

図５ 寛永４年(1627)侍帳

図６ 寛文元年(1661)侍帳
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よ
う
で
す
。
一
方
、
松
田
氏
は
四
千
石
で
抱
え
ら
れ
御
馬
廻
役
で
し
た
が
、
石
高
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
明
治
四
年
の
廃

藩
置
県
ま
で
加
賀
藩
臣
と
し
て
存
在
し
ま
し
た
。

三
、
ま
と
め

小
田
原
開
城
時
の
北
条
氏
直
の
高
野
山
行
き
に
松
田
直
憲
と
宿
谷
定
行
が
お
供
で
同
行
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
氏
直
亡
き

あ
と
直
憲
は
加
賀
藩
に
四
千
石
で
抱
え
ら
れ
、
そ
の
加
賀
藩
に
は
宿
屋
氏
が
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
高
野
山
か
ら

の
加
賀
行
き
が
具
体
的
に
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宿
谷
定
行
の
関
係
者
（
身
内
人
）
も
直

憲
の
加
賀
行
き
に
加
わ
り
加
賀
藩
に
採
用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
に
そ
う
無
理
は
な
さ
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
宿
屋
六
右
衛
門
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。
六
左
衛
門
や
弥
五
兵
衛
、
八
十
郎
な
ど
は
六
右
衛
門
の
跡
を
継
い
だ
身
内
の
も
の
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
ま
す
。

一
方
、
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
中
能
登
町
良
川
の
宿
谷
本
家
は
「
平
右
衛
門
」
を
名
乗
り
、
初
代
は
過
去
帳
に
「
天
外

露
晴
禅
門

慶
長
三
年
一
月
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
慶
長
三
年
と
い
え
ば
小
田
原
開
城
か
ら
八
年
目
で
、
そ
の
頃
亡
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
宿
谷
（
宿
屋
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
）
を
名
乗
っ
た
「
平
右
衛
門
」
は
六
右
衛
門
ら
と
一
緒
に
加

賀
行
き
の
中
に
い
た
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
菩
提
寺
が
「
山
の
寺
寺
院
群
」
の
一
つ
と
い
う
こ
と
は
加
賀
藩
と
の

結
び
つ
き
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
侍
帳
に
そ
の
名
が
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
仕
え
た
と
し
て
も
早
い
時
期
に
仕
官
を
辞

め
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
歴
史
的
事
実
を
ロ
マ
ン
で
語
る
の
は
憚
れ
ま
す
が
、
仕
官
を
や
め
て
能
登
に
来
て
農
業
に
勤い

そ

し
ん
だ
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
過
ぎ
去
っ
た
は
る
か
か
な
た
を
想
う
と
き
も
晴
々
と
し
て
、
悔
い
の
無
い
生
涯
を
「
天
外
露
晴
」

と
表
現
し
た
と
考
え
る
の
は
穿
ち
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
賀
藩
や
中
能
登
町
の
宿
谷(

屋)

氏
の
ル
ー
ツ
は
明
ら
か
に
毛
呂
山
町
宿
谷
を
本
貫
地

と
す
る
宿
谷
氏
の
同
族
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
は
「
宿
谷
」
は

「
宿
屋
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
、
侍
帳
は
そ
れ
に
も
合
致
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
全
国
の
宿
谷
氏
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
る
と
、
宿
谷
姓
は
中
能
登
町
良
川
の
他
に
、

（
１
２
）

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
に
三
十
五
軒
、
滋
賀
県
愛
荘
町
深
草
に
九
軒
、
京
都
市
伏
見
区
に
六
軒
な
ど
と
あ
り
ま
す
。
甲
賀
市
水
口

や
愛
荘
町
深
草
な
ど
に
は
何
ら
か
の
歴
史
的
背
景
を
感
じ
ま
す
。
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
謝
辞
）
中
能
登
町
良
川
の
宿
谷
氏
の
情
報
を
提
供
し
て
頂
い
た
宿
谷
圭
子
様
に
感
謝
し
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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